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H i g h l i g h t

　半導体不足が、車や電気製品の製造
に影を落としていますが、これは国内
の製造拠点が縮小する中、コロナ禍で
海外からの供給が滞ったことも一因と
言われています。かつては「産業のコ
メ」とも言われ、その生産がお家芸とも
言われていた日本。これを期に、国も企
業も国内生産体制の再構築に乗り出し
ています。
　半導体の技術開発に、初期の段階か
ら今日まで大きく貢献してきた大学
の一つが東北大学。戦前から金属材料
や電気通信分野に強みを持っていまし
たが※１、戦後、その伝統を受け継いだ
のが「ミスター半導体」と呼ばれた西
澤潤一（1926年～2018年）第17代総長。

「光通信の父」、日本の光通信の生みの
親でもあります。フラッシュメモリー

（半導体メモリ）の開発者　舛岡富士雄
（1943年～）教授はその学生。また1977
年に、岩崎俊一（1926年～）教授が提唱
した垂直磁気記録方式は後にハード
ディスクとして実用化されました。そ
して21世紀に入り、スピントロニクス
と言われる新しい分野で、基礎研究か
ら応用技術の開発まで、数々の業績を
上げてこられたのが第22代総長の大野
英男先生です。
　スピントロニクスとは、スピンとエ
レクトロニクス（電子工学）から生ま
れた造語で、電子の持つ電荷とスピン
の両方の性質を同時に使うための研究
と技術。大野先生によれば、自分の研究
は、「磁性を持たない半導体と磁性体

（磁石）を物質レベルで融合し、磁性を
持つ新しい半導体を創成し、その現象
を解明する基礎的研究と、磁性体の素

子と半導体素子とを組み合わせた集積
回路を作る応用面的研究」の両輪で進
めてきたとのこと。それをプロセッサ

（CPU:中央演算処理装置）やメモリー
(一次記憶装置)に使うと、電源を切っ
てもデータが消えない（《不揮発性》）
ことから待機電力を０にでき、しかも
書き込み・読み取り速度が早いことか
ら、これまでのコンピュータの100倍以
上の省エネルギー性能が得られるとさ
れます。省電力かつ高性能で、脱炭素社
会へ向けての有力な技術と期待されて
います。
　技術的ブレークスルーは、普通では
横になる電子のスピン（磁気の向き）
を基板の面に垂直に揃える、つまり「横
のものを縦にする」ことだったと大野
先生。当時は、デバイスの性能を向上さ
せるために絶縁体を挟む新たな垂直に
揃える材料が世界的に探索されてい
たが、なかなか思った成果が出なかっ
た。そのような中、大野先生は、誰もが
使っていた一般的な材料を別な目的で

《システマチックに薄く》していったと
ころ、ある薄さで磁気が自然に垂直に
揃ったのです。同じ頃、「磁気の向きが
垂直になった！」という学生の報告を
信じなかった海外の研究仲間もいたそ
うで、「思い込みとは本当に恐ろしい。
そして何よりもみんなが求めていたも
のを、一般的な材料でできることを示
せたのが大成功」と大野先生。
　「≪横のものを縦にする≫とは、岩崎
先生が垂直磁気記録方式を提唱した時
にも言われていたこと。また半導体と
磁性体を掛け合わせた研究は西澤先生
にもつながる」と、大野先生は感慨深

企 画・ 広 告 の お 問 い 合 わ せ は

ユニバースケープ（株）
info@universcape.co.jp まで

若い太陽型星「りゅう座EK星」の想像図。スーパーフレアの発生に伴い巨大なフィラメント噴出が起こるようす。（©国立天文台）

げ。
　2010年、大野先生は論文を投稿する
とともに、ライバルに先駆けること
３ヶ月、スピントロニクス技術を応用
した磁気抵抗ランダムアクセスメモ
リー（MRAM）の基本構造に関する特
許を申請。その後それは世界標準の材
料系となり、2018年ごろからは本格的
に実用化が始まりました。研究室を受
け継ぐ深見俊輔教授らは今、大野先生
の研究を発展させ、脳のように柔軟な
情報処理のできるコンピュータや、超
難問を手軽に解けるコンピュータなど
への応用も進めていて、日本の半導体
集積回路の新展開になるのではと期待
されています※２。
　「研究には、ものの詳細を理解するた
めに本のページを一枚々々めくってい
くような楽しさがある基礎研究と、が
ん研究のように、明確な目的の下にそ
の実現を目指すものとがある。前者に
は目標も期限もなく、後者は厳しい競
争に曝される。しかしどちらも成果を
人に先駆けて示さなければいけないこ
とは一緒。負けた時は口惜しく、勝った
時は大きな達成感を得られる。私はそ
の両方を経験できて満足。磁性体を薄
くしていく時には、まさに前者の研究
が活きた」と大野先生。

※１　1916年、東北帝国大学理科大学（後の東北大学理
学部）に臨時理化学研究所第2部が、磁性鋼であるKS
鋼の発見で知られる本多光太郎博士を研究主任として
発足し、後に金属材料研究所となる。また1919年には
工学部電気工学科が、1935年には電気通信研究所

（RIEC）が開設されている。
※２　この３月、深見俊輔教授は、「人工制御による物質・材料

の『知能』の発現とコンピューティングへの展開」という
テーマで、稲盛科学研究機構（InaRIS）フェローに選出
された。スピントロニクス技術に立脚した新規コンピュー
ティング開発を世界的にリードしてきたことも高く評価され
てのことだ。

スピントロニクスとは？
大学トップ、日本を代表する研究者から高校生へのメッセージ

電荷とスピン、電子の持つ二つの性質を、
　　　　両方、同時に操ると・・・・・
　　≪横のものを縦にする≫ことから始まった、

省電力で高性能なコンピュータ開発への道

東北大学総長　大野英男先生
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トピックス
大阪大学大学院情報科学研究科
創設20周年の節目の
新たなキャッチコピーは
「情報科学で社会の
分断をつなぐ」
デキル！学科
武蔵野大学工学部
サステナビリティ学科
人を動かし、
社会を変える力を
身につけるために
連載  16歳からの大学論
「あなたのビジョンは何?」
と聞かれて
京都大学准教授　宮野公樹 先生
連載　雑賀恵子の書評
「イスタンブールで青に溺れる」
横道誠

大学ジャーナルオンラインから

生涯探究。
まずは自分が楽しいと思え
ることに夢中になろう
京都産業大学教授　鈴木康久 先生
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147号の『本のプレゼント』は締め切ら
せていただきました。当選者の発表は、
発送をもって代えさせていただきます。
多数のご応募ありがとうございました。
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「研究第一」「実学尊重」
「門戸開放」
３つの建学の理念を
今に伝える国立大学

　日本の産業競争力の低下を受け、大学
の研究、中でもイノベーションにつなが
る研究に改めて大きな期待が寄せられて
います。
　本学は1907年、東京大学、京都大学に次
いで３番目の国立大学として設立されま
したが、最初に、「研究第一」を掲げた大学
でもあります。すでにご紹介した半導体
や電気通信に関する研究だけでなく、金
属工学や医学など自然科学分野で輝かし
い実績を積み重ねてきました。
　これらの研究成果は本学のもう一つの
理念である「実学尊重」をそのまま具現
化したものです。「実学尊重」は「社会価
値の創造につながる学問」という意味で
すが、まさにこれは、今求められているイ
ノベーションにつながる研究でした。科
学の新発見・新しい技術の開発によって
社会に新しい価値をもたらすのです。
　また人文・社会科学系について言えば、
本学は1922年、法文学部を設置して総合
大学になりましたが、ここからは国際司

法、国際海洋法、国際刑事の３つの国際裁
判所の判事を輩出しています。これは世
界的にも珍しいことだと言われていま
す。
　本学のもう一つの理念である「門戸開
放」は、今日的な文脈ではダイバーシティ
の尊重と言えます。東北大学は1913年に
日本で最初に３名の女子学生を受け入れ
た国立大学です。日本の国立大学は今、東
京大学や京都大学をはじめ、女子学生比
率や女性教員比率をなんとか高めようと
努力しています。本学の場合、現在の女子
学生比率は30％、女性教員比率は約20％
に近づいていますが、まだまだ物足りな
いと感じています。個人的には、自然な姿
はいずれの指標においても50％前後だと
考えています。
　学生や教職員の受け入れにおいても、
ダイバーシティで先駆的な大学です。
中国の小説家、思想家の魯迅（1881年～
1936年）が、本学の前身である仙台医学専
門学校に留学生として在籍していたこと
はあまりにも有名です。また国内におい
ても、帝国大学には旧制高校からしか入
学できなかった時代に、それ以外のルー
トからの進学を許可しました。その中か
ら、茅誠司（1898年～1988年　第17代東
京大学総長）や松前重義（1901年～1991

年　東海大学創立者）などを輩出してい
ます。最近では『ダイバーシティ・エクイ
ティ＆インクルージョン（DEI：Diversity 
equity & inclusion）推進宣言』を発出して、
さらなる多様性、公正性、包摂性の尊重
と、それらの力を信じることをアピール
しています。

東日本大震災の経験が
部局間の連携を強め、
コロナ禍の迅速な
対応につながった

　11年前の東日本大震災では本学も大き
な被害を受けましたが、それは本学が変
わる転機にもなったことは確かです。最
初の頃の帝国大学は、その下に理科大学
や医科大学を擁していました。また明治
や大正時代にできた単科大学や専門学校
が、その後統合されたケースもあります。
これが一般的な学校との違いで、大学以
下の教育機関からは理解しにくい一つの
側面になっているようです。多くの大学
では、学問の仕方も異なることもあり各
部局（学部などの教育・研究組織）の独立
性を重んじた気風が残っています。
　本学は、東北帝国理科大学、医科大学な
どからスタートしました。そのため大学
のトップは、学長ではなく総長と呼ばれ
ます。しかしグローバル化が進み、社会の
諸課題が複雑になると、学部や専門領域
を横断した取組が、これまで以上に求め
られます。
　東日本大震災は、こうした中で大学が
横につながる大きなきっかけでした。急
務だった沿岸部の救援、復興には各部局
が真っ先に横につながりました。各教員
の専門を超えて求められることが多く生
じたため、必然的に様々な形で横のつな
がりが生まれたのです。その結果、学内に
は自然発生的に100を超えるプロジェク
トが生まれ、その後大学としても８つの
復興アクションをスタートさせて、復興
と新生に向けた重点研究の推進と社会実
装を継続して進めてきました※３。
　コロナ禍に見舞われた2020年春には、
この部局横断的な取組の経験が活かされ
ました。アルバイトができず困窮する学
生への給付はもとより、上級生が、大学生

活に不慣れな新入生を様々な側面からサ
ポートする『ピアサポーター制度』を4月
に作り、約2,300人のサポーターが集まり
ました。また同時に、全学生に『アドバイ
ザー教員』を配置しました。その結果、学
生が多くの問題を抱えがちなコロナ禍
にあっても、本学は2020年から2021年度
の退学率を平年並みに抑えることがで
きました。ピアサポーターは、今年度も
約2,500人が登録されていて、約2,500人
の新入生に対応できるようになっていま
す。

※3　2021年４月、これまでの活動や東北大学版SDGSである、
「社会にインパクトある研究」の３０プロジェクト等の取組をさ
らに発展させ、新たに「Green Technology」、「Recovery & 
Resilience」、「Social Innovation & Inclusion」の3つの柱
のもと、大学の総合力をもって全学組織的に社会課題の解
決に挑み、グリーン未来社会の実現に貢献することを目的に
設置された。

東北大学のDX
「東北大学ビジョン2030」を
アップデートし、「コネクテッド
ユニバーシティ戦略」を策定

　コロナ禍ではデジタル化も一気に進み
ました。大学業務の《印鑑フリー》《働き
場所フリー》《窓口フリー》の体制が整い、
教職員は、必要なら100％在宅勤務ができ
ます。2020年７月には、「東北大学ビジョ
ン2030」をアップデートし、デジタル技術
を使った「コネクテッドユニバーシティ
戦略」※４を策定しました。いわゆる大学
DXで、サイバー空間での本学のさらなる
広がりを目指すものです。こうした場を
提供することで、学生・教職員が距離、時
間、国や組織、文化や価値観を超えて成長
してもらいたいと考えたのです。
　大学は一つのコミュニティです。かつ
ては閉ざされた社会と言われてきました
が、これからは、ある意味で社会のロール
モデルを目指すべきだと考えています。
ウクライナ支援も、国際社会や自分たち
がこれから作り上げていく社会を考える
契機となると思います。女子学生や女性
教員の割合を増やすのもその一つ。最近
では、本学独自に男性の育児休暇制度も
整備しました。大学は、本来あるべき社会
のあり方を示し、その実現を目指してい
ると感じてもらえるようにしなければな
らない。これも「門戸開放」の一つだと考
えています。

東北大学総長

大野　英男先生
P r o f i l e

1982年東京大学大学院工学系研究科博
士課程修了。1982年北海道大学工学部講
師、1983年北海道大学工学部助教授、こ
の間に1988年～1990年 アメリカ合衆国
IBM T.J.Watson Research Center客員研
究員。1994年東北大学工学部教授、1995
年東北大学電気通信研究所教授（2013年
～2018年 所長）。あわせて2010年東北大
学省エネルギー・スピントロニクス集積化シス
テムセンター長、2010年東北大学原子分子
材料科学高等研究機構主任研究者、2012
年東北大学国際集積エレクトロニクス研究
開発センター教授、2016年東北大学スピン
トロニクス学術連携研究教育センター長。
2018年から現職。専門分野：スピントロニク
ス、半導体物理・半導体工学。北海道札幌
南高等学校出身。

創立115周年　総合大学100周年を迎える東北大について語る

片平キャンパス（提供：東北大学）

青葉山新キャンパス（提供：東北大学）
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※４　「サイバー空間とリアル空間の融合的活用を通して大学の
諸活動を拡張し、ビジョン2030の実現を加速」とある。「第一
に距離・時間・国・組織・文化・価値観などの壁を越え、本学が
社会、世界とダイナミックに繋がることによってこれまで以上に
自由度の高い学びと知の共創を可能にする大学として飛躍
する。第二にコロナ禍で顕在化した社会の分断や格差を越え
てボーダーレスかつインクルーシブに世界を繋ぐ新たな大学像
を確立することを指向する」として教育、研究、社会との共創、
大学経営のそれぞれの観点から変革のための施策が紹介さ
れている。

国立大学の入試改革をリード
学力重視のAO入試に
よる入学者は３０％に

　2000年にAO入試を導入。20年以上か
かりましたが、昨年、その割合が30％に達
しました。本学で学ぶのに必要な基礎学
力を問うのに加えて、自身のやりたいこ
とと本学で学ぶ強い意志を問うもので、
すでに「学力重視のAO」と広く認知され
ているようです。長年に亘って、AO入試
で入学してきた学生の成長を追跡調査し
てきましたが、大学における様々な活動
場面で、彼らは意欲ある集団を形成し全
体を牽引してくれているようです。本学
が、先頃の大学入試改革、高大接続改革へ
の対応で慌てることがなかったのはこの
ためでもあります。もっとも総合型選抜
は選考に手間がかかるため、入学希望者
全員を対象にすることは現状ではできま
せん。また一般選抜を残しておくことは、
社会との間接的な対話という意味でも、
一定の意義があるとも考えています。

好きなことを追求し、
考えることを好きに
なってほしい　
高校生へのメッセージ
　好きなことは問いません。スポーツで
も読書でも、みなさんの周りに無駄なも

のは何一つないと思います。大事なこと
は、それに熱意を持って一生懸命取り組
むことです。
　考えることもたくさんあります。「なぜ
こういう現象が起こるのか」「その背景に
はどんな構造があるのか」、スポーツなら

「こんな動きはどうすればできるのか」、
また社会の仕組みや構造、起きている事
象の背景などについて考えるのもいいで
しょう。あるいは、自然をそのまま受け止
めて別の形で表現してみる。とにかく考
えること、そしてそれを楽しんでほしい
と思います。　　

　みなさんの探究活動も、「教えられてい
る」と思うと≪つまらない≫が先に立ち、
問題意識もあまり高くならないかもしれ
ません。それよりむしろ、好きなことに、

「もっと知りたい、もっと別なアプローチ
はないか、別の解決ルートはないか」など
と考えていく方が楽しいのではないで
しょうか。
　高校時代にこうした習慣や姿勢を身に
つけておくと、大学に入学した後にさら
に大きく飛躍できます。大学が提供する
場を120％活用でき、その後の人生もずっ
と豊かなものになるに違いありません。

真空中で薄膜を形成・加工するための超真空スパッタリング装置（提供：東北大学）

大学名 学部 研究室詳細

北海道大学 工学部/
情報科学院

ナノ電子デバイス学研究室 
https://www.ist.hokudai.ac.jp/labo/nanodev/

東北大学 工学部/
材料科学総合学科

水上研究室 
https://www.wpi-aimr.tohoku.ac.jp/mizukami_
lab/index.html

筑波大学 数理物質科学硏究群 大野研究室 
http://www.bk.tsukuba.ac.jp/~oono/

東京大学 工学部/
電子情報工学科

田中・大矢・中根研究室 
http://www.cryst.t.u-tokyo.ac.jp/

東京工業大学 理学院/
物理学系

佐藤研究室 
https://satoh.phys.titech.ac.jp/

慶應義塾大学 理工学部/
物理学科

能崎研究室 
http://www.phys.keio.ac.jp/guidance/labs/
nozaki/index.html

京都大学 工学部/
電子電気工学科

白石研究室 
https://cmp.kuee.kyoto-u.ac.jp/member.php

大阪大学 基礎工学部/
基礎工学研究科

浜谷研究室 
http://www.semi.ee.es.osaka-u.ac.jp/
hamayalab/index.html

九州大学
工学部/
システム情報科学
研究院

湯浅研究室 
https://mag.ed.kyushu-u.ac.jp/index.html

「スピントロニクス」を学べる大学・研究室

次世代放射光施設完成イメージ図（提供：一般財団法人光科学イノベーションセンター）

　2002年4月に、工学研究科、基礎工学研
究科、理学研究科に分散していた情報お
よびネットワークの技術に関連する教育
研究組織を改組・再編して創設された大
阪大学大学院情報科学研究科。以来、世界
を視野に、情報科学技術の新たな学問領
域を開拓し展開してきた。
　創設20周年を迎えた今年からは、新し
いキャッチコピーを掲げ、より高度で豊
かな社会の実現へ向けての貢献を目指
す。
　「《社会の分断》に目を向けたのは、21
世紀になっても、国家間の戦争や内紛は
収まらず、貧富の格差も一向に解消しな
いから。加えて情報化の急速な進展で、新
たな分断の兆しさえも見え始めている。

情報科学は、データから意味を見出して
情報を取り出し、それを価値に変え知識
を生みながら、それを活用する知能へと
進化し続けてきた。そのポテンシャルを
これら分断の克服に活かしたい」と研究
科長の村田正幸先生。「多様性を認める社
会では、意見の対立は当然だが、それが分
断につながるのは避けなければならな
い。求められるのはコミュニケーション
の力。情報科学は、そのためのテクノロ
ジーの一つだから、研究を通じて分断を
つなぎ、より豊かな社会を未来に届ける
ことに貢献したい」と決意を新たにする。
情報科学研究科では、そのためには、社会
から認知され理解されることも必要と、
新たに広報戦略企画室を立ち上げ、教育

研究活動、社会連携活動を積極的に紹介
していくとしている。具体的には、「情報
科学研究科3Dバーチャルマップ」（写真）

大阪大学 大学院情報科学研究科
創設20周年の節目の新たなキャッチコピーは

「情報科学で社会の分断をつなぐ」
情報科学技術の専門家が、分野を超え結集して20年。
本格的なDX時代に向き合い、豊な未来社会の実現に貢献することを目指す。

ト ピ ッ ク ス

「情報科学研究科教員によるミニ講義」
「Twitter、Facebookでの情報発信」な
どが、すでに展開され始めている。
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Webオープンキャンパスサイトもチェックして、
武蔵野大学のすべてを知り尽くそう！！27㊏20㊏ 13㊐ 26㊐

武蔵野キャンパス 有明キャンパス Web

O P EN  C AMPU S  2 0 2 2

LINEはじめました！
オープンキャンパスの情報や入試情報等、
あなたが欲しい情報をお届けします♪
ぜひ友達登録してください。

TM/© Sesame
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デキル!学科 武蔵野大学工学部サステナビリティ学科（2023年４月開設）

今、なぜサステナビリティ学科なのか？

　武蔵野大学は2009年、環境学部を開設
し、2015年にはそれを工学部へと衣替えし、
以来、環境問題を工学的に分析し、その解
決策を社会に発信してきた。しかし近年、
著しい気候変動などによって社会の状況
は様変わりし、求められるものも、環境問題
の改善策だけでなく、脱炭素社会や持続可
能な社会の実現など、社会全体の変革を促
すものへと変化してきた。脱炭素を目指す
再生可能エネルギーの導入を例にとれば、
気候変動への対応だけより、地域の経済循
環を生み、ひいては住民の福祉につなが
るというアピールの方が受け入れられや
すい。また、変革を推進するためには、地域
に入り人を巻き込み、コミュニティや社会を
変える力の育成が急務となるため、工学だ
けでなく、将来の社会を作っていくための

《ソーシャルデザイン》の観点を加えた文理
融合のカリキュラムが求められる。新学科
は、工学に社会科学を取り入れ、この点を
明確に打ち出している点が大きな特徴だ。

カリキュラム編成、教育方法を、
社会を変える力を養うという学科の
コンセプトにあわせて大幅に刷新します

　これまでの大学教育にありがちな、「科目
ありき」のカリキュラム編成から、「プロジェ
クト中心」へと大きく転換する。中心となる
のが１年次から３年次までの必修の『サス
テナビリティプロジェクト』。週に400分、2
日間の午後をまるまるこの時間に当て、単位
数も従来の２倍を配当する。社会課題の解
決を図る実践型と探求型があるが、いずれ
においても、プロジェクトに取り組む中で必
要と感じられた知識・スキルを、座学や自習
で学ぶという流れだ。もちろんプロジェクト
活動に最低限求められる基礎的な知識やス
キルは事前に学ぶが、専門分野についての
従来型の座学などもすべてここに有機的に
紐づける。そのため、プロジェクトに取り組
む中で、不足している知識が明確となり、学
ぶ意欲も刺激するからインプットの質が上
がる。また吸収した知識をプロジェクトでア
ウトプットするから定着もしやすくなり、学
びの好循環が期待できる。
　全教員が参加し、様々なテーマを用意す
るが、ほとんどを、学外で企業との連携の下
に行う予定だ。具体的かつ実践的な学びを
行うことで、実現に向けての粘り強い調整
力や実行力なども身につけることができ、
就業力も高められる。
　実践的に学ぶという点では、例えばエン
ジニアリング分野においても、測量、分析手
法、設計手法といったスキル系演習科目を
これまで以上に増やす。頭で理解するだけ
でなく手を動かし、概念・スキルについて、

「知っている」から「使える」レベルにまで
高めることを目指す。

ゆるやかな２コース制で、
４年間、幅広く学んでほしい

　≪環境調査、シミュレーション・分析、設
計などの工学的手法で環境問題の解決策を
検討し、提案する力を身につける≫とする

「環境エンジニアリングコース」と、新学科
の特長を色濃く反映させる「ソーシャルデ
ザインコース」の２コースでサステナビリ
ティを推進する力を身につける。食料、水、
エネルギーについての人間のニーズを満た

東京中に人と自然の共生の場をたくさん作りたい

明石 修 先生

武蔵野大学工学部は来春、環境システム学科を改
組して、日本で初めて≪サステナビリティ（持続可
能性）≫を学科名に冠した新学科を開設する。今
なぜ「サステナビリティ学科」なのか、設置の背景
やその学びについて、学科の将来を担う明石修准
教授と伊尾木慶子講師（いずれも環境システム学
科所属）お二人の話を交えて紹介する。

Profile

2003年3月京都大学工学部地球工学科 卒業、2005
年3月同地球環境学舎環境マネジメント修士課程修了、
2008年3月同地球環境学舎地球環境学博士課程修
了。2012年国立環境研究所 客員研究員、2014年武
蔵野大学大学院環境学研究科環境マネジメント専攻 准
教授、同通信教育部環境学研究科環境マネジメント専攻 
准教授、2015年武蔵野大学工学部環境システム学科
准教授。静岡県立浜松北高等学校出身。

伊尾木 慶子先生

Profile

2006年3月奈良女子大学生活環境学部 
卒業、2008年3月京都大学大学院農学研
究科修士課程修了、2011年9月京都大学
大学院農学研究科博士課程修了。2019
年武蔵野大学工学部環境システム学科講
師。大阪府立大手前高等学校出身。

明石先生、伊尾木先生から高校生へのメッセージ

　「学科の特徴を踏まえ、社会を変えたいという
強い意欲のある人や、課題研究などで実績の
ある高校生のために、総合型選抜を初年度か
ら用意している。一般選抜A日程・B日程は、英
語が必須だが、「数学と理科（物理・化学）」や

「国語と社会」といった組み合わせが可能で、
工学部とはいえこれまで以上に文系からもアプ
ライしやすいはず。他にも多様な入試方式があ
り、自分に合った方式を選択しやすい。サステ
ナビリティの推進について学ぶという、社会の
方向性と深く結びついた学科だから、実際に何
かをやりたくてうずうずしている高校生にチャレ
ンジしてほしい」と二人の先生は口を揃える。

人を動かし、社会を変える力を身につけるために

しながら、環境を保護するなどといったデ
ザイン思考、従来の政策科学や経済学を一
歩進めたソーシャルデザインを学べること
も大きな特徴だ。≪多様な人と協働して、サ
ステナビリティを推進する仕組みや、その
ために事業のデザインを実行し、実際に社
会を変える力を養うことを目指す≫。
　あえてコースの垣根は低く設定する。≪
領域を絞り込んで深く≫という考え方も
あるが、高校段階では本当にやりたいこと
が固まっていなかったという学生も多いた
め、学科ではできるだけ広く学べることを
アピールしたいという趣旨からだ。

　例えば明石先生が力を入れているのが、「パー
マカルチャー※」と言われる持続可能な農業の実
践。すでに、「都市の中で緑や自然とどう共存して
いくか？」をテーマに大学の屋上を使って自然循
環型農業やそのためのコミュニティ作り［写真右
上］を実践している。自然とのつながりが希薄と
なった現代都市、そこに住んだり働いたりする人
が、昔のように日常的に自然に触れ、それを身近
に感じられる都市の実現を目指す。「これを新学
科ではさらに拡大し、東京中に広げたい」と明石
先生。そのためのマニュアル作りや、行政に環境
整備を働き掛けていくことも学ぶ。「社員が昼休
みに屋上へ行ってブルーベリーを収穫できる会社
は素敵だし、それが当たり前になる社会はもっと
素敵」とも。養蜂も行っていて［写真右下］、採取
した蜂蜜を商品化する計画もある。また生ゴミを
堆肥化する企業と連携して、コミュニティーコンポ
ストを設置して地域のゴミを減らす取組も試行し
ている。これらのプロジェクトでは、緑地のデザイン
や植生などの知識、企業の環境経営、また廃棄
物利用についての工学的知識、さらにはコミュニ
ティづくり、ファシリテーション力などが身につく。
　コロナ禍で海外との交流は目下中断されて
いるが、その再開に期待するのは、マレーシアの
ボルネオ島をフィールドに衛星画像や地理情報

をベースとした森林・緑地計画などの研究に関
わってこられた伊尾木先生。「学生が実際に現
地を訪れる機会を作り、そこで生態系の豊かさ
や森林保全の大切さについて実感してほしい」
と意気込む。他にも、マイクロプラスチックからア
クセサリーを作り、環境への関心を高める取組
なども始まっている。またソーシャルデザイン担
当の教員からは、どのように社会を変えるかの具
体的な方法が学べる。以上の他にも、都市気象

（環境気象学）、環境心理学など多様なテーマ
が来春の開設へ向けて用意されつつある。
※永続（パーマネント）と農業（アグリカルチャー）を繋げた造語。

『サステナビリティプロジェクト』には全教員が参加。
多様なテーマが用意され、様々な実践が可能に

フィールドで生態系保全の大切さを伝えたい
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書評雑賀恵子の

　青に溺れるってなんだろう。
　著者はどこにいっても青い美しいものを探してい
る、という。世界各地を旅した著者は、とりわけイスタン
ブールで青い美しいものへの嗜好が存分に満たされ
る。モスクの暗い内壁を光が淡く青色に照らす、上品な
荘厳さ。青と青緑とクリーム色がとろけるように混じり
合う装飾タイル美術館の入り口…。青の饗宴だ。なぜ青
に惹かれるか。それは、著者によると自閉スペクトラム
症がある人の傾向らしい。自閉スペクトラム症があると
自然界からの吸引力が強まりやすいそうである。空や海
の色が青いからかもしれないし、逆に空や海に強く惹か
れるので、青が好きなのかもしれない。いま思い出して

も、記憶の中に収まったイスタンブールの青に溺れそう
になる、と著者は書く。イスタンブールの記憶は、石原吉
郎の詩にある「無防備の空」や「正午の弓となる位置」と
いう言葉となぜか重なる。これもまた、自閉スペクトラム
症の「こだわり」だとしている。
　そう、著者の横道誠は、自閉スペクトラム症（ASD）と
注意欠如・多動症（ADHD）の診断を受けている文学研
究者である。40歳の時に受けたこの診断によって、なん
だか多くの人と違うようだけれどもといぶかしんできた
自分のしっぽを掴むことに成功した、と別のところ（『み
んな水の中』医学書院、2021）で述べている。長年いぶ
かしむということは、世界との関わりのなかで自分が生
きる仕方に、他の人たちとの違いを感じて苛立った思い
もしてきたのだろう。どうしてなのかということを外部か
ら診断されることで、腑に落ち、著者は
自分の身体をフィールドとして発達障
害というものを考え、当事者研究に踏
み込んでいく。それをまとめたのが『み
んな水の中』である。
　横道は発達障害とされる人たちを

「私たち」と表現しているが、しかし、「健常者／障害者」
ときっちり線引きできるものではない。神経発達という
ことからみれば、人間の脳は多様な形をとる。つまり、定
型に属する人もそれぞれ多様であり、定型と非定型は
グラデーションとイメージしてもいいかもしれない。「自
分」を文化人類学の手法で観察・研究し、哲学や言語学、
文学から得たものを入れ込んで、ケア、セラピー、リカバ
リーを見通す。「詩のように」言葉を紡ぐパート、「論文的
な」記述で考察するパート、「小説風」のパートの三部構
成は、ページの紙が青、白、水色で縁取りした白で塗り分
けられている。
　「自分」を旅した記録が『みんな水の中』だとすれば、
その自分が世界各地を旅した記録が『イスタンブール
で青に溺れる』だ。取り上げた２５の都市に、色彩が溢れ
だし、不意に思い出される小説や詩の言葉が散りばめら
れ、過去の記憶が召喚される。「発達障害者」の世界との
きり結び方のぎこちなさが冷静に分析もする。それらが
ないまぜになった、これは一体エッセイなのか、評論な
のか、小説なのか。
　そして、読むものは知的興奮に溺れるのだ。

横道誠
文藝春秋　2022年

イスタンブールで
青に溺れる

雑賀　恵子
京都薬科大学を経て、京都大学文学部卒業、京都大学大学院農学研究科博士課程修了。大阪産業大学他非
常勤講師。著書に『空腹について』（青土社）、『エコ・ロゴス　存在と食について』（人文書院）、『快楽の効用』（ち
くま新書）。大阪教育大学附属高等学校天王寺学舎出身。

１６歳から
の

大学論
第32回 P r o f i l e

１９７３年石川県生まれ。２０１0 ～１４年に文部科学省研究振興局学術調査官も兼任。
２０１１～２０１４年総長学事補佐。専門は学問論、大学論、政策科学。南部陽一郎研究
奨励賞、日本金属学会論文賞他。著書に「研究を深める５つの問い」（講談社）など。

京都大学  学際融合教育研究推進センター  准教授
宮野　公樹先生

　先日、私のビジョン（目標のようなもの）
を書く必要にせまられました。それは、と
ある研究費獲得のための申請書なのです
が、まず私が創出したい地球社会ビジョン
を掲示し、その実現のために必要な研究の
目的、計画を書きなさい、というものです。
　しかし、悲しいかな、私にはキラキラと未
来めいた「地球社会のビジョン」はありま
せん。ただ、地球社会の調和のために思想
的にも技術的にも必要不可欠であろう「大
学」という組織についての憂い、社会にて
「学問」することを許された大学こそが、
逆に今その「学問」をしづらくなっている状
況をなんとか元に戻したいという想いがあ
ります。したがって、＜大学にてよりしっかり
「学問」ができるようになる＞、これを私の
地球社会の未来へのビジョンとすることに
なってしまうわけですが、正直言って、これ
はなんとも残念としかいいようがありませ
ん。
　先日も、「論文数、日本は過去最低10位
に」という記事が私のタイムラインを騒が

せていました。以下、毎日新聞の6月14日
WEB記事「論文数、日本は過去最低10位に
「状況は深刻」科学技術白書」からの抜粋
です。
ーーーーーーーーーーーーーーーーーー
　政府は14日、2022年版の科学技術・イ
ノベーション白書を閣議決定した。今世紀
の日本のノーベル賞受賞者数は世界2位
（19人）となり「大きな存在感を示してい
る」と評価。一方で、影響力が大きな学術
論文（被引用数上位10％）の数の国別ラン
キングで、日本は過去最低の10位に後退
し「このような状況は深刻に受け止めるべ
きだ」と危機感を示した。
ーーーーーーーーーーーーーーーーーー
　この記事を受け、研究者界隈では、研究
資金配分の選択と集中による弊害や、アカ
デミアに競争原理を導入しても効果はマ
イナス等の意見交換がなされていました。
私も基本的にはこれらに同意するものの、
「研究者」ではなく「学者」の立場から考え
てみるなら、「いったい、いつまで”論文”と

いうものさしに頼っているのだろう」と感じ
ます。「研究力」という単語を、研究者の論
文生産能力とみなし、同時に、その質を計
測するために、被引用数（他の研究者がど
れだけその論文を参照したか。つまり、大
勢の関心を集めているか）を用いる。この
ような評価軸はカウンタブルであるもの
の、ほんとうに「研究力」というものを論文
の量的な生産能力としていいのか？質の
評価指数として被引用数でいいのか？それ
では今日的な評価に偏りすぎはしないか？
等々の問題も伴うことを忘れてはいけま
せん。
　我々人間は自覚している以上に評価軸、
ものさしに強く縛られる存在です。だから
こそ、その評価軸は本当にまっとうなのか、
取りこぼしてしまっている要因はないのか
とたえず疑い続けることが必要なのです。
　先に書いた私の研究申請書のフォーム
もまた、ある種の評価軸の固定化に関連
しています。どの部分か、おわかりでしょう
か？それは、研究というものは、何かしらの

良きビジョンがまずあってその実現のた
めに行動するもの、という図式です。これ
は研究の意味合いを、課題解決として捉え
ているからこそ生じる構図であり、「とにか
く知りたいのだ」という純粋な知的探求に
は合致しにくい。無理にあてはめようとす
ると、昆虫の研究を無理やり環境問題と絡
めて書いてみたり、天文の研究を宇宙産業
と絡めたり、ひいては、源氏物語を今日的
ジェンダー論の観点から読み解いてみた
りと、少々無理やり感がある文章が生まれ
がちです。このことから新たな発想は生ま
れるかもしれませんし、作文力もつくかも
しれませんが、これは研究の営みとは別の
ものであることは、だれの目にも明らかな
はず。（続く）

＊著者は今、全国の大学組織があつまって
学問の在り方を考えるコンソーシアムを立
ち上げる準備をしています。考えると同時
に動きださないと。

「あなたのビジョンは何？」
と聞かれて

法政　入試 検索

法政大学の一般選抜の入試制度を紹介します
法政大学では、受験生の皆さんが十分に力を発揮できる入試制度を用意しています。

自分にあった入試制度を見つけよう！

大学入学共通テスト利用入試Ｂ方式（3教科型）

私立大学型で得意な科目で受験できる

各制度の詳細はこちらからCHECK！

　

英語外部試験利用入試

１科目で受験ができる2科目で受験ができる

Ｔ日程入試（統一日程）

Ａ方式入試（個別日程）

3科目で受験ができ、最も募集人数が多い

大学入学共通テスト利用入試Ｃ方式（5教科6科目型）

国公立大学併願型で費用負担が少ない

お問い合わせ
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生涯探究。
まずは自分が楽しいと
思えることに夢中になろう

2017年、社会学の学びを軸に、多様な価値観を容認する社会の実現に寄与する
次世代リーダーの育成を目指し開設された京都産業大学現代社会学部。
多様な科目と実践を重視した学びに加えて、個性的な教員の存在も大きな特長。
KBS京都（京都の地元局）のTV番組「京の水ものがたり」で
案内人を務める鈴木康

みちひさ
久先生もその一人。

京都府職員時代から水文化を研究し、『京都名水辞典』の編纂などを目標にしてきたという。
大学教員への転身について、府職員としての経験とネットワークを活かした
実践的なゼミについて、また高校生へのメッセージを伺いました。

100年残る仕事がしたかったから

　修士課程を終えるまで、愛媛大学の農
学部で、現在は地域環境工学と呼ばれる
分野の研究をしていました。当初から水
に関心があったわけではなく、水文学を
研究している先生の研究室を選んだのが
きっかけとなりました。当時は、水よりも
歴史に関心があったことを覚えていま
す。
　大学院修了後は京都府に入庁、30年ほ
ど勤務しました。
　自分で立ち上げた農村の過疎対策のプ
ロジェクトで、当時はまだ珍しかった農
村への移住政策に携わり、「京の田舎ぐら
し・ふるさとセンター」を立ち上げました。
大学教員に転職する最後の年は国定公園
のビジターセンターの計画策定を行って
います。一番長くいた部署では10年間、地
域のまちづくりに携わりました。そのた
め今でも、まちづくりは得意な分野です。
自分の提案が実現し、多くの人や企業と
様々なプロジェクトを協働で行うことは、
楽しくやりがいのある仕事でした。
　仕事の中で大学の先生とも知り合い、
本を執筆、出版する機会にも恵まれまし
た。
　本はまちづくり、社会企業、グリーン
ツーリズムなど、これまでの業務経験を
活かしたものや、水関連では水文化好き
が集まって発足した「カッパ研究会」で
の活動成果をまとめたものなどがありま

す【写真上】。そんな中で、大学の非常勤
講師も務めました。公務員として働くか
たわら、プライベートで研究して本を書
くといったライフスタイルが定着してい
きます。
　50歳の頃、恩師との再会を機に博士論
文の執筆を始めます。仕事は自分のした
いことができるようになるなど脂がのっ
ていましたが、自分が手掛けた政策でも、
状況が変わると見直され残らない。常々
100年残る仕事をしたいと考えていたの
で、それなら関心のある名水辞典や河川
通史をつくるしかない。なぜならその成
果には、水好きな人が100年後も必ず目を
通してくれるだろうから。そう思い研究
者に転身することを決断しました。

「成功体験」を味わい「協働」するゼミ

　ゼミ生時代、直接指導されていない物
事の考え方や捉え方まで指導教員の影響
を受けていることを思い返して、ゼミ生
の指導には特別力を入れています。
　中でも、知識や考え方を学んでもらう

のに加えて、社会に出る前に「成功体験」
を味わい、「協働」する経験を積んでもら
うことを重視。そのため授業では、５名程
度のチームに分かれて行うプロジェクト
に取り組んでもらっています。
　テーマは、４回生は自由に選べますが、
ゼミに入ってきたばかりの３回生には、
私が用意したものの中から一つを選ん
で、１年間取り組んでもらいます。公務
員時代のネットワークを活かし、企業や
行政と協働で行うテーマが中心です。私
が企業や行政との間に入るのは導入段階
だけ。アイデアの立案からプレゼンに至
るまで、細かい学外との調整も含めすべ
て学生が行います。2020年には、久御山
町から、地域の焼肉店やラーメン店を紹
介するパンフレットの作成を、京都市か
らは、豊臣秀吉が架設した三条大橋をア
ピールするためのポスター作りを依頼さ
れました【写真下】。このポスターは、地
下鉄の駅やバス500台に掲示されました。
さらに、有名酒蔵にお願いし、ふるさと納
税の返礼品としての日本酒のラベルに
もなりました。更にクラウドファンディ
ングで三条大橋をPRするヒノキの和精
油やクリアファイルづくりを進めていま
す。

　今年度からは新たに、社会に水の大切
さを知ってもらうために『水の聖地』づ
くりや、脱炭素社会の実現に直結する小
水力発電の全国大会への参加も予定して
います。
　社会に何かを訴えかけるものを作り、

それが大学広報を始め、新聞やテレビな
どに取り上げられて社会に認められれば
嬉しいし、力を出し切って、人の役に立て
たという経験は「成功体験」になります。
　また社会に出れば、自分一人で仕事を
することは少なく、同僚や他の組織の人
たちと一緒にすることがほとんど。チー
ムで学外の人たちと行うプロジェクト活
動などは、「協働」そのものですし、学外の
連携で学んだことは自信につながると
思っています。

高校生へのメッセージ
目の前の楽しいことを追求してください

　探究するテーマやトピックは、たまた
ま目にした楽しそうなものでもいいと思
います。私の場合は水でしたが、今ならそ
れがロボットや和菓子になっていたかも
しれません。大事なことは、そのきっかけ
を逃がさないこと。楽しいことを続けて
いけば、自分のやってみたいことが無理
なく言葉で伝えることができ、思いが実
現できる日が巡ってきます。
　立派な設備を用いた実験や、海外での
フィールドワークだけが研究ではありま
せん。文献を読み、調査結果を地道にまと
めていくやり方も、楽しいことを追求す
るという点では何ら変わりません。公務
員時代、水文化の研究は≪仕事≫ではあ
りませんでしたが、楽しいという理由だ
けで続けてこられました。
　続ける中で、学び、調べたことを形にし
て他人に見てもらう、またそういう場を
見つけることも大事です。ゼミでも、半期
ごとに京都に関するレポートを提出して
もらうのはそのためです。高校生対象の
コンテストも今はたくさんあると思いま
す。目標があれば一生懸命取り組める。楽
しいと思えるものと出会ったらそれを追
求し、チャンスを見つけて、まとめたこと
を発表してみるといいと思います。

京都産業大学 現代社会学部 現代社会学科 教授
鈴木　康久 先生
P r o f i l e

1985年愛媛大学大学院農学研究科修了。1985年4月か
ら2017年3月まで京都府職員。府民生活部地域力推進課
長、環境部自然環境保全課長他を歴任。この間、京都府ＮＰ
Ｏパートナーシップセンターの設立運営にも携わった。2017
年4月から現職。京都府立東舞鶴高等学校出身。

「とんでもはっぷん」は、現在の三条大橋が完成した1950年の流行語で、「とんでもない」と「happen」を組み合わせて、強い否定を意味します。

Tondemohappen!とんでもはっぷん!
三条大橋の高欄はいつまでもボロボロのまま？

京都市は三条大橋を補修し、未来へ継承するため
ふるさと納税で御寄付を募集しています。

京都市 ふるさと納税寄付金京都市 企業版ふるさと納税

このポスターは、京都産業大学現代社会学部・鈴木ゼミの学生が
三条大橋の補修・修景事業を知っていただくために制作しました。 京都市印刷物第022476号　令和３年３月　建設局土木管理部橋りょう健全推進課

【寄付金全般に関するお問合せ】
行財政局総務部総務課ふるさと納税担当
TEL:  075-222-3044  FAX:  075-222-3838

Check !
【三条大橋の補修・修景に関するお問合せ】
建設局土木管理部橋りょう健全推進課
TEL:  075-222-3561   FAX:  075-213-5181

三条大橋の補修・修景


